
３月６日（水）、横浜国立大学の留学生１４名が引率の方達とともに小樽港

 

湾事務所を訪れました。１４名はインフラストラクチャー管理学専攻の大学院

 

生で、東南アジアやアフリカなど１２カ国から日本に留学しています。
まず、事務所会議室にて座学を受講。「港とはどういうものなのか」という講

 

話から始まり、「小樽港北防波堤の歴史と現在」について、事務所職員の講

 

義を受講しました。

 

小樽港北防波堤は日本人による初めての外洋防波堤

 

で、建設から１００年以上経った今も、北海道－本州間の物流・人流を担う小

 

樽港で機能しています。
小樽港着工の頃（約110）年前、日本には外海と港を仕切る防波堤が無い

 

どころか、港に関するマニュアルも何もない時代に、小樽築港事務所（現小

 

樽港湾事務所）初代所長の廣井

 

勇博士が様々な研究と実証に基づき小樽

 

港北防波堤を建設し、それが現在も有効に機能しているという事実に、留学

 

生達は関心を示し、多くの質問をしていました。
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次々と質問する留学生の方

 

達みなさんとても熱心です
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講義後、事務所１階の「みな

 

との資料コーナー」で、現存す

 

る資料や写真、各種模型等に

 

ついて、小樽港湾事務所長（現

 

所長は第４５代目です）の説明

 

を受けながら見学しました。留

 

学生達は歴史的な価値のある

 

展示品を写真に撮りながら、熱

 

心に説明を聞いていました。

現存する北防波堤斜塊の前で記念撮影
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その後バスで市内を移動し、北防波堤

 

を現地見学しました。平成１２年に土木学

 

会選奨「土木遺産」、平成１３年に「北海

 

道遺産」に指定されている小樽港北防波

 

堤の実際の姿を写真に納めようと、留学

 

生達は氷点下の気温の中で、カメラの

 

シャッターをしきりに押していました。
「技術者が千年に亘って問われ続ける

 

誉れと辱めとは、設計の立て方にある。」

 

という技術者精神のもとに廣井

 

勇博士が

 

成し遂げた偉業に触れることで、留学生

 

のみなさんの今後の学習や帰国後の仕

 

事に役立てていただければと思います。
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